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阿蘇市長選挙の投票日は2月 24日（日）です！
投票時間：午前７時から午後６時まで
※荻の草、舞谷、深葉地区は午後４時まで阿蘇市民の代表を選ぶ大切な選挙です。

自分の意思で投票しましょう！

●投票の方法
　①当日の投票▶�スタンプで候補者の該当欄に“○”

を押印してください。
　②期日前投票▶候補者名を記入してください。
　③不在者投票▶候補者名を記入してください。
※�選挙当日に投票所へ行けない方は、期日前投票や不
在者投票の制度をご利用ください。
●期日前投票
　投票期間：２月１８日月～２月２３日土
　投票時間：毎日　午前８時３０分～午後８時００分
　投票場所：阿蘇市役所・内牧支所・波野支所

●立候補予定者説明会�
　日　時：１月２５日金　午後２時
　場　所：阿蘇市役所　２階会議室
※�立候補を予定されている方は必ずご出席くだ
さい。　（代理人でも構いません。）
※�各立候補予定者から５名以内でご出席くださ
い。
※�できる限り出納責任者（その予定者を含む）
はご出席ください。

●問い合わせ　阿蘇市選挙管理委員会　☎２２－３２３９

レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
協
定
締
結

「
阿
蘇
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
協
定
」

　
市
で
は
身
近
に
実
践
で
き
る
エ
コ
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を
重
点
取
り

組
み
に
掲
げ
推
進
し
て
お
り
、
今
回
、「
阿

蘇
市
」、「
事
業
者
（
左
記
）」、「
廃
棄
物
減

量
等
推
進
協
議
会
（
武
田
賢
次
会
長
）」
の

３
者
に
よ
り
「
阿
蘇
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋

削
減
に
向

け
た
取
り

組
み
に
関

す
る
協
定
」

を
締
結
し
、

12
月
３
日

に
締
結
式

を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
協
働
し
て
レ
ジ
袋
削
減
に

取
り
組
む
こ
と
を
相
互
に
確
認
す
る
た
め
に

締
結
さ
れ
た
も
の
で
、
レ
ジ
袋
辞
退
者
へ
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や
ポ
イ
ン
ト
付
与
等
に

よ
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
早
速
、
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
、
廃
棄

物
減
量
等
推
進
協
議
会
委
員
及
び
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
役
員
が
、
市
内
の
小
売
店
で
マ

イ
バ
ッ
グ
利
用
マ
ナ
ー
等
の
チ
ラ
シ
６
０
０

枚
を
配
布
し
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
定
事
業
所
は
環
境
を
守
る
取
り
組
み
と

し
て
レ
ジ
袋
削
減
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

お
買
い
物
を
さ
れ
る
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
協
定
参
加
店
舗
を
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
。
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
多

く
の
事
業
者
が

参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
市
民
環
境

課
（
☎
２
２
‐

３
１
３
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

阿蘇農業協同組合
（四季彩いちのみや、あぜり庵）
イオン九州株式会社
ホームワイド阿蘇店
エブリワン阿蘇市役所前店
株式会社古木常七商店
有限会社テラサワ
有限会社みやはら
（内牧店、一の宮店）

●協定事業所一覧

▲啓発活動の様子。



今月の

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの話　題
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　「阿蘇でキレイ」をコンセプトに、観光客に阿蘇
で滞在してもらい産品を消費してもらう取り組みを
行う阿蘇市商工会（山部謙一郎会長）は１１月２６
日、「塩麹」を使用した商品開発を行い、参加店舗
などによる商品発表会を行いました。
　この事業は国・県の採択を受けて昨年に引き続き
展開されているもので、体に良いとされ全国的にブ
ームとなっている塩麹に着目し、市内６事業所で８
つの商品を開発。どの商品も塩麹との絶妙な組み合
わせで工夫が凝らされており、山部会長は「どれも
美味しい商品ばかり。商品化して阿蘇のお土産の目
玉になれば」と、来春の商品化に向け期待と手応え
を感じていました。

阿蘇でキレイを形にする観光プロジェクト
塩麹を使って阿蘇の特産品を！

坊中地区でロウバイを植栽
冬の登山道路を花いっぱいに！

　坊中地区では地域の活性化と観光客へのおもてな
しとして、阿蘇駅から阿蘇ユースホステルまでの登
山道路にロウバイ（蝋梅）を植栽しました。
　この取り組みはＮＰＯ法人国際スポーツソサエテ
ィ（潮谷まこと理事長）の協力のもと、外国人など
多くの観光客などが通る冬場の登山道路を、明るく
して楽しんでもらおうと 1月から 3月にかけて咲
くロウバイ 110本を植栽。今後は 10万本を目指し
て植栽を続けていくとのことで、この企画を提案し
た潮谷文惠氏は「この取り組みが災害からの復興の
シンボルになれば」と、期待を寄せていました。早けれ
ば今冬にも花が咲き、すずらんに似た香りを漂わせます。

今回の取り組みの成功が祈願されました。

２５団体が参加した道路河川環境美化コンクール
最優秀賞は高柳の「和みの花みち会」

　平成２４年度道路河川環境美化コン
クールの結果発表及び表彰式が１２月
５日、市役所で行われました。本年度
は昨年より４団体多い２５団体が参
加。審査は高校生や各種団体、行政か
らなるメンバーで、現地審査も含め厳
正に行われました。結果は右上のとお
りです。
　審査講評を宮川副市長が述べ「道路
や河川敷のコスモスも高さに変化をつ
けるなどアレンジが見られた。最優秀
賞の和みの花みち会は２ｋｍの花道に
ゴミ一つない。葉ものを活かした演出
も良かった。いこいの村近くの道沿い
は、植える花を毎年変えてあり通るの
が楽しみ。花原川はあれだけの距離を
日ごろから草刈し管理され頭が下が
る」などレベルが上がってきているこ
とに感謝の意を伝えました。

最優秀賞を受賞した「和みの花みち会」
代表　大塚國勝さん 受賞団体代表謝辞

　７月の豪雨で植えたばかりの花々が流出、 会員宅も被災し地
域の花づくりまでは無理かと思われたがこんな時こそ地域を明るくと
会員が頑張ってくれた。 今年は葉ものを取り入れ、 雪の中の葉ボ
タンや農家からいただいたキャベツの苗も植えてみた。 シソやコショ
ウ、 里芋、 ナスなどの葉も面白く花が咲き、 実もつけるので
ウォーキングの皆さんに摘み取ってもらうのも面白い
試みと思っています。 私たちは道路と家の周りの自
然と一体となった公園をつくり、 ここでは人
と人が和み交わる空間を創造できたらと
思って活動しています。

ウ、 里芋、 ナスなどの葉も面白く花が咲き、 実もつけるので
ウォーキングの皆さんに摘み取ってもらうのも面白い
試みと思っています。 私たちは道路と家の周りの自
然と一体となった公園をつくり、 ここでは人

最優秀賞 和みの花みち会
優秀賞 うぶさん会、いこいの村通り花の会

佳作 おごもり花公園、西三区老人会、一里山組、古神二区、
跡ヶ瀬野菊の会

●審査結果



スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人 たち！
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

長
年
の
地
方
自
治
に
功
績
。

元
一
の
宮
町
議
会
議
員 

故
園
田
武
士
氏 

に

旭
日
単
光
章

　

一
の
宮
町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
に
わ

た
り
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
進
展
に
大
き

な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
故
園
田
武
士

氏
（
西
下
原
）
が
旭
日
単
光
章
を
授
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

園
田
氏
は
、
昭
和
58
年
に
一
の
宮
町
議

会
議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
７
年
ま
で
の

間
、
３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
。

平
成
３
年
か
ら
の
４
年
間
は
町
議
会
副
議

長
を
務
め
ら
れ
、
当
時
の
厳
し
い
財
政
状

況
下
に
お
い
て
、
健
全
財
政
の
確
立
に
献

身
的
に
尽
力
さ
れ
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
伝
達

式
に
は
、
ご
子
息
で
あ
る
園
田
富
雄
氏
が

出
席
さ
れ
、「
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
っ
て
こ
の
よ
う
な
章
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。」
と
、
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

阿
蘇
の
お
米
が
日
本
一
！

「
お
米
甲
子
園
」
で
２
度
目
の
金
賞
。

　

全
国
の
農
業
高
校
が
参
加
し
、
米
の
評
価
を
競
う
「
全

国
農
業
高
校
お
米
甲
子
園
」
に
お
い
て
、
阿
蘇
中
央
高
校

阿
蘇
清
峰
校
舎
農
業
食
品
科
１
年
生
が
栽
培
し
た
米
「
品

種:

に
こ
ま
る
」
が
、
参
加
63
校
１
０
５
品
が
出
品
さ
れ

る
中
、
最
高
位
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
一
昨
年
に
も

受
賞
し
今
回
２
度
目
。
ま
た
、
今
回
は
審
査
員
の
得
票
数

で
も
ト
ッ
プ
と
な
り
、
名
実
と
も
に
阿
蘇
の
お
米
が
日
本

一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
米
「
に
こ
ま
る
」
は
、
前
回
金
賞
を

獲
得
し
た
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
品
種
改
良
し
た
も
の
で
光
沢
、

ね
ば
り
、
香
り
が
良
い
の
が
特
徴
。「
阿
蘇
は
水
も
豊
富
で

環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
手
間
暇
を
か
け
る
分
良
い
米
が

で
き
る
。」
と
話
す
の
は
同
校
の
後
藤
至
成
教
諭
。
実
際
に

無
化
学
肥
料
、
無
農
薬
で
育
て
ら
れ
、
除
草
も
手
取
り
作

業
で
丁
寧
に
管
理
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
こ
れ
を
機
に
、
阿
蘇
の
お
米
は
美
味
し
い
と
い
う
こ
と

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
今
後
は
５
年

連
続
入
賞
時
に
与
え
ら
れ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲�農業食品科の藤川翔也さん（左）と佐
渡香恋さん。「豪雨災害で多くの水田
で被害がある中で、阿蘇の米が日本一
となって嬉しい。休みの日にも管理し
てきたことが金賞という結果に繋がっ
た。」と喜びを語ってくれました。

阿
蘇
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

こ
の
度
、
阿
蘇
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
山
本
昭
仁
会

長
）が
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、

東
京
都
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
熊
本
県
か
ら
同
校
を

含
む
３
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
作
り
や
梅
ち

ぎ
り
、
お
茶
摘
み
な
ど
、
数
十
年
前
か
ら
児
童
の
体

験
活
動
が
盛
ん
で
、
保
護
者
の
協
力
や
支
援
が
充
実

し
て
お
り
、
さ
ら
に
家
庭
学
習
な
ど
に
お
け
る
学
校

と
家
庭
と
の
連
携
等
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
会
長
は
、『
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
阿
蘇

西
小
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
代
々
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
受
賞
し
た
も
の
と

感
謝
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
学
校
と
連
携
を
深
め
、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を

育
む
た
め
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。』
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

▲�阿蘇西小学校ＰＴＡの皆さん。

▲�市役所で行われた伝達式で、表彰状を
受け取った園田富雄氏（右）。
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　豪雨災害からの復興をスポーツの力で支援しよう
と、アゼリア２１で 12月 9日、各種スポーツ教室
等のイベントが開催されました。
　イベントではオリンピック水泳金メダリスト柴田
亜衣さんによる水泳教室や、体操銅メダリスト松永
政行さんによる体操教室、ロアッソ熊本のサッカー
教室などが催され、参加した子どもたちは楽しみな
がらも、プロの技術を学ぼうと真剣な面持ちで取り
組んでいました。
　また、午後からは熊本県出身力士による大銀杏髪
結い実演披露のほか、ちゃんこ鍋などが振る舞われ、
訪れた市民の皆さんは舌鼓を打っていました。

アゼリア２１で阿蘇市復興支援イベント
スポーツの力を復興に！

　阿蘇中央高校阿蘇校舎科学部の生徒３名が、１１
月２日から４日にかけて高知県室戸市で行われた
「第３回日本ジオパーク全国大会」高校生セッショ
ンに出席し、阿蘇ジオパークを代表して発表を行な
いました。
　生徒たちは、７月に発生した豪雨災害をうけ、阿
蘇の地形や被害状況について調査、研究した成果を、
全国各地から参加した高校生の前で発表しました。
　今回の高校生セッションでは、東日本大震災で大
きな被害を受けた、いわて三陸ジオパークの高校生
からの発表もあり、各地のジオパークや地域の災害
について共有し、これからジオパーク活動を通して
高校生ができることについてグループディスカッシ
ョンなども行われました。

第3回日本ジオパーク全国大会に阿蘇中央高
豪雨災害調査・研究成果を発表

柴田亜衣さんによる水泳教室の様子。

▲表彰状を受ける古澤団長。

　阿蘇市消防団が、平成 24年度水防功労者国土
交通省大臣表彰を受賞し、その表彰式が 11 月
30 日、東京都で行われ、代表して古澤志喜男団
長が出席しました。本年度は全国で 14 団体 16
個人が表彰されています。
　阿蘇市消防団は７月 12日の豪雨の際、暗闇で
大雨と雷が鳴り響く中、危険を顧みず住民の避難
誘導や救助に全力を尽くし、住民の生命を第一に
勇敢かつ懸命に活動しました。その後も、行方不
明者の捜索や災害瓦礫等の撤去、避難指示区域
の巡回など
昼夜 19 日
間 に わ た
り、 延 べ
３４８４人
もが出動し
ています。

阿蘇市消防団が水防功労で大臣表彰
豪雨災害時の懸命な活動が評価

　歌手の八代亜紀さんが１２月１日、被災した方々
を直接会って元気づけたいと、宮地の仮設住宅を訪
れ、絵本の読み聞かせや対話を通じて被災した方々
と交流し励ましました。
　八代さんは復興支援ライブ出演の前日に訪ねられ
たもので、翌日、大津町文化ホールで行われた「く
まもと復興支援ライブ」では、八代亜紀さんはじめ
県出身の音楽家の方々が出演し、阿蘇市や熊本市で
被災した方々を招待し、歌や音楽で皆さんを励まし
ました。

被災された方々を励まし交流
八代亜紀さんが仮設住宅を訪問




